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龍樹の縁起説（３)
『中論頌』第26章「十二支の考察」について（１）








































































ついてはまったく言及しない。それに対して、この第１ では、sam･skaran ... tridha ...




































































































































































（trayan･am･ dharmanam･ sam･nipatah･ sparsah･）」、『稲 経』Ｂは「接触の意味で触である
（sparsarthena sparsah･）」、『稲 経』Cは「六処から六触身が現れる（s･ad･bhyas cayatane-
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･




































de Jong,Jan Willem［1978］：“Textcritical Notes on the Prasannapada”,Indo-Iranian Journal
#2,pp.25-252.
Lindtner, Christian［2004］：Nagarjuna’s Mulamadhyamakakarika Prajna Nama, Edited by J.
W.de Jong,1977,Revized by Christian Lindtner,2004.




Vetter, Tilmann［1992］：“On the Authenticity of the Ratnavalı”,Asiatische Studien #46, pp.
492-506.
〔注〕






















































































































ようにも見える」（250-251頁注12）とする。AD: gam, to go to the state or condition of,
undergo, suffer, partake of et cetera. 丹治の解釈に従えば、前註の Mvの例は「悪しき境遇
を生きて行くことはない」となる。しかし、この第１ の場合は転生を前提としているので、
丹治も指摘しているように、「〔様々な〕境遇に行く」と解すべきだろう。
punarbhavaya sam･skaran avidyanivr･tas tridha /



























ABh D 95a2-3,P 109a4-5.
sam-ni-vis:to enter into,enter deeply;to encamp, sit down;to have intercourse or inti-











vijnanam･ sam･nivisate sam･skarapratyayam･ gatau /
sam･nivis･t･e’tha vijnane namarupam･ nis･icyate//2
校訂本はvijnapanarthenaとしているが、丹治［2006］267頁注188によってvijnananarthena
に改める。




Pp 566.11,15, 567.5, 568.14の４例。第１、２例では業の田地に播かれた識という種子、第２
～４例では母胎の中に名色の芽を出す識という種子とされる。第５節の本文および註参照。
丹治［2006］252頁注26は、この表現は『四百論』XIV-25aの「識は有（ bhava）の種子であ











































nis･ikte namarupe tu s･ad･ayatanasam･bhavah･ /
s･ad･ayatanam agamya sam･sparsah･ sam･pravartate//3
これは他訳と同様 Pp中の 頌の訳であるが、後半にある「それから」は『清弁釈』のチベッ
ト訳中のde lasに由来すると思われる。Praのチベット訳とその［梶山訳］は次の通り。
ming dang gzugs ni chags gyur na //skye mched drug ni’byung bar’gyur//





カララはカララであることにならないであろう（…… na tat  kalalam･ kalalatvaya na 
sam･varteta）」という〔経の〕ことばが引かれている（p.552.6-7）が、この経文は『法蘊足
論』での引用では、「アーナンダよ、もし識が母の胎内に降下しなければ、名色はカララたるも











ベット訳（spris ma lta bur chags nas）により、saram･ baddhvaと解する。










































brten nas zhes bya ba ni gnas thob nas so /de las zhes bya ba ni mched drug las
 







vyavaharam anasritya paramartho na desyate/
paramartham anagamya nirvan･am･ nadhigamyate//XXIV-10
ｃ句を漢訳は、『青目註』：不得第一義、『般若灯論釈』：不依第一義、『大乗中観釈論』：不得勝
義故、とする。また、チベット訳は、『無畏論』『清弁釈』：dam pa’i don la ma brten par、
『月称釈』：dam pa’i don ni ma rtogs par、とする。『月称釈』は「勝義を証得しないでは
（anadhigamya ca paramartham･）」と言い換えている。丹治［2006］163-164頁注161および
大西［1993］参照。
なお、a gamには「～に頼る、～を用いる（to have recourse to (AD)）」という意味もあり、
仏教混淆梵語としてのagamyaには「～のせいで、～によって、～という理由で、～のお陰で





ABh D 95a3-4,P 109a6.
Tib:’byed par byed. TED：’byed pa, to open;sgo phyed nas ’jog pa, to open the door
 
without shutting it again.TSD:’byed par byed, racayati.AD:racayati, to arrange, pre-
pare.




る経文は Pp内に散在する（137.5-7, 296.6-8, 516.12-13）（釋惠敏・釋果徹［1996］pp.128-
129,f.n.177）。











































AN I 223.22-26.これは欲界（kamadhatu, hınadhatu）に関する説明であり、以下色界
（rupadhatu,majjhimadhatu）、無色界（arupadhatu,pan･ıtadhatu）についての説明が続く。
したがって、ここに見られるbhavaは、直接的には「三有」のことを指す。






いと思われる。因みに、龍樹作とされる『廻諍論』の第54 自註中で “uktam･ hi bhagavata
yo hi bhiks･avah･ pratıtyasamutpadam･ pasyati sa dharmam･ pasyatıti”として引用される経
典は（『中阿含経』「象跡喩経」ではなく）『稲 経』（Reat［1993］第２節）である。
（ごしま きよたか 非常勤講師）
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